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図上訓練図上訓練
○ 日時
平成２７年１月３０日（金）１０時～１２時

○ 場所
大阪新阪急ホテル「紫の間」

○ 参加対象者
• 地下街・地下道防災センター等職員
• 接続ビル防災センター等職員
• 地下駅職員
• 消防、警察職員

合計１１３人 2



訓練項目訓練項目
○ 開会あいさつ

大阪市危機管理監

○ 避難シミュレーション説明
大阪市立大学 瀧澤准教授

○ 図上訓練
○ 図上訓練後の振り返り
○ 講評／閉会

●大阪市立大学 谷口教授

●大阪市危機管理室 防災計画担当部長
3



図上訓練内容図上訓練内容
• 訓練要領説明
• 地震発生からの状況を映像・スライドで状況付与
• 参加機関は、時間別でとるべき行動考え、情報
伝達が必要な場合は携帯電話で連絡をとりあっ
た。

• 図上訓練終了後、事務局から時間別でとるべき
行動の振り返りを実施した。
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訓練説明スライド訓練説明スライド
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状況付与スライド状況付与スライド
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図上訓練図上訓練写真写真



図上訓練後の取り組み図上訓練後の取り組み
○ 大津波警報等発表時の地下空間における滞在
者の把握

○ 避難ビルにおいて滞留が発生した場合の分散
措置の必要性

○ 情報伝達先の再検討

ガイドライン・対策計画の再検討

再検討した情報連絡先を実働訓練で検証
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アンケート結果アンケート結果
• 「訓練内容は充実していたか」に７７％が「概ね
充実していた」と回答

• 「実災害時自社がとるべき行動はイメージでき
たか」に８８％が「概ねイメージできた」と回答

• 「連絡体制等のイメージができたか」に７７％が
「概ね理解できた」と回答

• 「避難確保計画等策定時の参考となりました
か」に４２％が「参考となった」、４６％が「概ね参
考となった」と回答
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事前研修概要事前研修概要
• 日時
平成27年2月26日（木）14時～16時

• 場所
大阪新阪急ホテル「紫の間」

• 参加者
地下街・接続ビル従業員を対象として実施。

その他行政職員、防災機関職員も参加

合計 １７６名

• 内容
（１）地下空間の浸水対策について

（２）地震時の行動について

（３）3月6日実働訓練説明（イメージビデオ等） 11



事前研修写真事前研修写真
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アンケート結果アンケート結果
• 「本研修において、地下街等の浸水対策につい
て理解できましたか」に９８％が「はい」と回答。

• 「本研修において、緊急時の避難について理解
できましたか」に９９％が「はい」と回答。

• 「研修内容について満足したか」に９６％が「は
い」と回答。

• その他記述では「大阪駅周辺を想定した対策で
具体的でわかりやすかった」や「勉強になった」
などが意見として抽出された。
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実働訓練概要実働訓練概要
• 日時
平成27年3月6日（金）8時40分～9時30分

• 場所
第１会場 ホワイティうめだ、大阪富国生命ビル、

HEPNAVIO
第２会場 ダイヤモンド地下街、大阪駅前第２ビル

第３会場 ドージマ地下センター、堂島グランドビル、
近鉄堂島ビル

第４会場 西梅田地下道、ﾊｰﾋﾞｽOSAKA
第５会場 大阪駅前地下道、ヒルトンプラザイースト
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• 参加機関及び人数
 地下街、地下道及び接続ビル

 地下駅（地下鉄梅田・東梅田・西梅田駅、JR北新地駅）
 防災関係機関（消防、警察）

合計６１２名

• 想定
 南海トラフ巨大地震

 大阪市内は震度６弱

 大津波警報が発表され、約２時間後に津波が襲来
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• 主な訓練内容
 地下街店舗従業員、防災センター職員、接続ビル
職員による客役の避難誘導、避難誘導後の自己の
避難

 地下駅から地下駅の避難状況を地下街等防災セ
ンターに連絡

 地下街等の避難完了を地下街等間において情報
伝達

 第２会場において、警察、消防による救出訓練

※地下街等、地下駅における情報伝達については、
対策計画案の情報伝達を検証した
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